
第３学年 国語科学習指導案 
                      日 時  平成１６年１１月２日（火） ５校時 

                     児 童   男１７名 女３名 計２０名 
指導者  山  内   明 

１ 教材名  道あん内をしよう 
 
２ 単元について 
（１） 子供の実態と研究主題との関連 

研究主題 
相手の考えを受けとめ伝え合う子供を育てる国語科の学習指導 

～ 聞くことを大切にした指導を通して ～ 

           

 
 
 
 

中学年の目指す子供の姿の重点 
相手のことを考えて進んで話を聞き、話の中心に気をつけて聞く。 

 

 

本 単 元 を 通 し て 身 に つ け さ せ た い 力 
話    す 聞    く 話 し 合 う 

○話の要点が伝わるように、大

事なことを落とさず、正しく

わかりやすく話す。 
○順序（行動、時間、場面）や

構成を考えてスピーチする。 

○順序や大事なところはどこ

か、考えながら聞く。 
 

 
 
 

子  供  の  実  態 
話すこと 聞くこと 話し合い 

○相手や目的に応じた言葉遣いで話

す。（丁寧な言葉、敬体、常体） 
△話の要点が伝わるように、大事な 
ことを落とさず、正しくわかりや 
すく話す。 

△順序（行動、時間、場面）や構成

を考えてスピーチする。 
△聞き間違いやすい言葉に気をつけ

ながら話す。 

○要点をメモをとりながら聞く。 
△順序や大事なところはどこか、考

えながら聞く。 
△文のまとまりや工夫している言

葉遣いに気をつけて聞く。 
 

○互いの相違点や共通点を考えな

がら、話し合う。 
△話題からずれないで、興味を持っ

て進んで話し合う。 

 



（２） 単元について 
① 児童について 

これまでの学習で、発表の仕方の手順に

ついては身についてきている。しかし、そ

の場の思いつきによって話の中心がずれて

しまったり、最後までしっかり聞こうとい

う意識が低かったりして、聞く側に思うよ

うに内容が伝わらない場面も多く見られ

る。さらに、その内容が相手にしっかり伝

わっているかどうかに気を配ったり、これ

まで身につけた語彙の中から言い換えをし

てわかりやすく伝えたりという活動も経験

が乏しい。 
確かめながら話す・聞く活動の機会が少

ないことから、順序や構成を頭の中で整理

し大事なことを最後まで落とさないように

話すことは難しい。 

② 聞くことについて 
よく分からなかったところを質問するこ

とは、日常の学習活動の中で頻繁に見られ

る。これは、聞く時のポイントがある程度

押さえられている、と考えることもできる

が、話すときにはポイントが踏まえられて

いない、とも考えられる。 
   本教材では、相手を意識しながら話す・

聞くという活動をする。聞き手の反応を予

想しながら話をするという活動は、毎朝の

日直のスピーチによって繰り返し行っては

いるが、お互いを知り尽くしたクラスメイ

トを相手にした活動であり、異年齢・初対

面の相手を想定した活動はほとんど経験が

ない。 

  
③ 教材について 

本教材の構成は、例

として挙げられた道

案内を聞きながらそ

の問題点を見つける 

順序や大事なところは

どこか、考えながら聞く。

④ 指導にあたって 
本教材では、相手に

正しく内容を伝えるこ

との難しさと大切さを

まず認識させたい。 
活動、さらに自分たちで道案内をする活動

の二つの活動に分けられる。 
一つ目の活動では、目的地にたどり着け

なかった原因について、話す側、聞く側の

それぞれの立場から考える。このとき、話

すとき、聞くときの大切なことをしっかり

と確認する。 
二つ目の活動では、先の活動を基礎とし

て、自分たちの近隣の場所などについての

道案内をする。先に確認した大切なことは

もちろん、相手に応じた話し方や、間違い

やすい言葉の言い換えの工夫などについて

も身につけられるものとなっている。 
このように、本教材は「話の要点が伝わ

るように、大事なことを落とさず、正しく

わかりやすく話す。」「順序（行動、時間、

場面）や構成を考えてスピーチする。」「順

序や大事なところはどこか、考えながら聞

く。」を身につけるのに適したものとなって

いる。 

導入の段階で、問題意識をしっかりもたせ

ることで、学習の意欲につなげていきたい。

 また、相手に知りたいことを正しく伝え

るためには、まずその相手の内面を理解し

ようという姿勢を持つことや語彙を増やす

ことが必要である。これは日々生活してい

く中で日常的に必要な技能である。 
 自分より小さな子どもや、大人を相手に

道案内をするという具体的な活動をするこ

とにより、話すとき・聞くときにはどんな

配慮が必要なのかを考えさせたい。 
自分と年齢や立場の違う人を想定して聞

くことは非常に高度な学習活動となるが、

ぜひ身につけさせて今後の様々な活動に活

用していけるようにしたい。 

 
 



３ 単元の目標と評価規準 
                         ◎主目標  ○副目標 
 目標 評価規準（Ｂ） 
関 
・ 
意 
・ 
態 

○ いろいろな相手を選んで、道案内ゲームを楽

しもうとする。 
 

 

○ いろいろな相手を選んで、道案内ゲームを楽し

もうとしている。 
 

聞話 
くす 
ここ 
とと 
・ 

◎ 道案内で大事なことを選び、相手にわかるよ

うに順序を考えながら話すことができる。

（ア） 
◎ 大事なことに気をつけて聞くことができ

る。（イ） 
 

◎ 年下や年上の相手に応じて、大事なことを落と

さないように言い換えなどをしながら道案内

している。 
◎ 正しく目的地にたどり着けるように注意深く

聞いている。 

言 
語 
事 
項 

○ 大事なことが、正確に伝わる話し方が、練習

によってできる。（ア（ア）） 
○ 相手に応じた適切な言葉遣いで話すことが 
できる。（カ（ア）） 
○ 発音が似ていて紛らわし語句があることを 
知り、語句を増やすことができる。（エ（ア））

 

○ 大事なことが、正確に伝わる話し方をしてい 
る。 
○ 相手に応じた適切な言葉遣いで話している。 
 
○ 発音が似ていて紛らわし語句があることを知 
り、語句を増やしている。 
 

 
４ 学習指導計画（５時間：話・聞 ５） 
 
過 
程 

時 学 習 活 動 指導上の留意点 具体の評価規準（Ｂ）と

評価方法 
つ

か

む 

１  
順序が分かるように話したり 
聞いたりして、道案内のゲーム 
を楽しむ。 

 
○道案内の経験について話し合い 
学習の方向を確かめる。 

 
 
じょうずな道あん内のしかた

を考えよう。 
 
 
○目的地までたどり着けるように 
隣の友達どうしで道案内をし合

い、ＣＤの道案内と比べ、どのよ

うに道案内をすればよかったか

について話し合う。 

 
 
 
 
 
・これまでに道案内をしてうま

くいかなかったことや難しい

と思ったことなどを話し合

い、「道を知らない人に、順序

が分かるように道案内をしよ

う」という意識を高めるよう

にさせる。 
  
・友達どうしで聞き合ったり、

ＣＤの中の「森さん」の言い

直した道案内を聞いたりし

て、気づいたことを話し合い、

道案内で大切なことをまとめ

るようにさせる。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目印や方向、順序など

の大切な事に気をつけ

て聞いている。（話・聞）

［発表の様子の観察］ 



追

求

す

る 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 
本

時 
 
 
 
 
 

 
いろいろな相手への道あん

内を考えよう。 
○ＣＤを聞いて、二年生の女の子 
に分かるように、図書館までの道

案内をする。 
 
 
 
 
 
じょうずな道あん内の練習 
をしよう。 
 
○ＣＤを聞いて、消防署のあたり 
で、なの花小学校までの道を聞い

た大人に分かるように道案内を

する。 
 
 
 
 
大切なことを落とさないよう 
に、道案内ゲームをしよう。 

 
○教科書の地図を使って道案内す

るところを決め、道案内の練習を

する。 
 

 
 
 
・ＣＤを聞いて、隣どうしで、

地図を見ながら、のりこさん

の役と、道を聞く女の子役に

なって道案内の練習をする。

女の子役になった時は分から

ないところを聞き返すように

させる。 
 
 
 
 
・教科書Ｐ４４「道あん内で大

切なこと」を確認して道案内

をする。聞く人は地図を見な

がら聞き、気づいたことを話

し合うようにする。案内役を

交代しながら練習するように

させる。 
 
 
  
 
・教科書Ｐ４３の地図

を使って、案内する場

所を決め、道案内の練

習をする。その際、相

手によって説明の仕方

を変えたり、相手が分

かったかどうかを確か

めながら話したりする

ようにする。 

 
 
 
分からないことや聞

き逃したところを聞き

返している。（話・聞）［発

表の様子の観察］ 
 
 
 
 
 
 
 
正しく目的地にたど

り着けるように注意深

く道案内している。

（話・聞）［発表の様子

の観察］ 
         
 
 
 
 
 
年下や年上の相手を

意識した言葉遣いで、大

事なことを落とさず、順

序を考えて道案内して

いる。（話・聞）［発表の

様子の観察・ワークシー

トの分析］ 
 

ま

と

め

る 

５  
話したり聞いたりするとき

に大切なことを考えよう。 
 
○実際に友達どうしで教科書Ｐ４５

の間違えやすい言葉の例など使

って、確かめながら話したり聞い

たりする。 
 
 
 

 
 
 
 
・発音が同じ言葉や発音が似て

いて紛らわしい言葉を使う場

面状況を設定し、実際に、相

手の様子を確かめながら話し

たり、話の内容を確かめなが

ら聞いたりすることができる

ようにさせる。 

   
 
 
 
相手の様子を確かめ

ながら話したり、話の内

容を確かめながら聞い

たりしている。（話・聞）

［ノートの分析］ 

 
 
 
 
 
 



５ 本時の学習 
（１） ねらい  案内する相手に応じて、大事なことを落とさず、順序を考えながら道案内ができる。 

 

（２） 授業仮説  道案内ゲームを楽しみながら観点に沿った練習を繰り返すことによって、相手に応じて

大事なことを落とさないように道案内できるようになるであろう。（仮説１、２） 

 
（３） 展開 
段 
階 

時 
間 

学 習 活 動 指導上の留意点 具体の評価規準と 
評価方法 

つ

か

む 

５ 
分 

１ 前時の想起をす

る。 
 
 
２ 課題を把握する。 
 
大切なことを落と 
さないように、道案 
内ゲームをしよう。 
 

 
 

・前時に確認した「道あん内で大切なこと」

をもう一度確認する。 
＜意識させる観点＞ 

 話すとき 
・ どこからどこまでいくのかを、確かめ

てから話す。 
・ 歩いていく順序がわかるように話す。 
・ 目印になるものや、曲がるときの方向

などを言う。 
・ 相手に応じた話し方。 
 聞くとき 
・ 分からないところ、聞き逃したところ

は質問する。 
 

 

追

求

す

る 

33 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 道案内ゲームをす

る。 
（１）４人グループ内

でペアを変えなが

ら道案内クイズを

出し合う。 
・ゲーム（２回） 
・モデル発表   
・ゲーム（２回） 

 
（２）グループごとの

結果発表    
 
 
 

 
 

・出題者役の児童は①出発点②到着点③ど

んな人物に案内するかを、カードによっ

て決め、ほかの児童が正しく到着点にた

どり着けるように、道案内をする。解答

者役の児童は③の人物になったつもりで

出題者に質問をする。ゲームの結果や観

点のチェクをワークシートに記録させ

る。 
・途中、じょうずな道案内ができている児

童を全体で紹介する。 
・道案内の成功数をグループごとに発表さ

せることによって、ゲームのまとめをす

る。 

A 年下や年上の相手
にふさわしい言葉遣

いで、大事なことを

落とさずに順序よく

道案内している。 
B 年下や年上の相手
を意識した言葉遣い

で、大事なことを落

とさず、順序を考え

て道案内している。

C 絵地図を活用しな
がら、正しく案内場

所を伝えるようにさ

せる。 
［発表の様子の観察・

ワークシートの分

析］ 
ま

と

め

る 

７ 
分 
 
 

４ まとめの発表を聞

く。 
 
５ 次時の見通しを持

つ。 

・観点に沿った道案内ができている児童の

発表を聞き、本時の学習をふり返る。 
 
・ゲームの中で起こった聞きまちがいを防

ぐための学習をすることを告げ、次時の

意欲をもたせる。 

 

 
 



 

道
案
内
を
し
よ
う 

 

じ
ょ
う
ず
な
道
あ
ん
内
を
練
習
し
よ
う
。 

 

道
あ
ん
内
で
大
切
な
こ
と 

〈
話
す
と
き
〉 

・
ど
こ
か
ら
、
ど
こ
ま
で
行
く
か
を
、 

た
し
か
め
て
か
ら
話
す
。 

・
歩
い
て
い
く
じ
ゅ
ん
じ
ょ
が
分
か
る
よ
う
に
話
す
。 

・
目
じ
る
し
に
な
る
も
の
や
、 

曲
が
る
と
き
の
方
向
な
ど
を
言
う
。 

・ 

相
手
に
応
じ
た
話
し
方
。 

〈
聞
く
と
き
〉 

・
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
・
聞
き
の
が
し
た
と
こ
ろ
は
、 

し
つ
も
ん
し
て
た
し
か
め
る
。 

  
 
 
 
 

 


